
鰉
・
‘一千

○
十
一

月
の

行
事十

一
月

ヽ）（

朔
＝

朔
月

の
こ

と
で
、

霜ｙ、

月Ｔべ

新
月

を
指
す

張
宿

七
日
立
冬
の
節
よ

手
沢
妾
盍
訓
）

暗
剣

殺
　

な
し

Ｅ
　

・
印

Ｆ
「

一
一
　

１
１

叭
　

｀
ｔ｀
仙

明
　
　
　
　
　
　

以
コ
　
　
　
　

串
　
　
　
　
　

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

１
日

木
尽
ご
ご
り
九

紫
Ｊ
の
育下
酉文弦
｀
ル

一
ふ

一
内

心
副

題
駿
計
念

和
蜉
針
こ
四
友

引
ミ
つ
斗

よ
日

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星

２
日

金
つ
あ
え
い
心

八
白

唐
津
く
ん
ち
、

不
成
就
日

３
日

土
っ
ち
？

ゐ
七

赤
㈲
文
化
の
日

、
東明
京治
足神
立言
皿例
沼祭
七
動
万
灯
祭

４
日

日
お
え
　

ね
六

白
消
費
者
セ
ッ

タ
ー
開
設
記
念
日

５
日

月
お
ヒ
う
し
五

黄
世
界
津

波
の
日

６
日

火
み
っ
り

否
ら

回
緑

７
日

水
そ
つ
？

う
三

碧
髞
に
尾○
佶

訌
崕

ｓ
日

木
ぶ
；
つ

ニ
了
悶
韶
靉
髷
諄
諄
祭
圓

絹
罘

９
日

金
き
宕
　

ふ
一

白
一

一
九

番
の
日
、

太
陽

暦
採

用
記
念
日

１
０

日
土

諾
え

う
一

九
紫

秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
（
９

日
～
１
５

日
）

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
じ
ｙ
　

京
都
空
也

堂
開
山
忌

、
京
都
嵐

山
紅
葉
祭
、

１
日

日
ひ
心
と

ひ
つ
　
゛
白

世
界
平
和
記
念
日
ヽ

不
成
就
日

１
２

日
月

つ
あ
え
念

七
赤

１
３

日
火

っ
ち

？
ヒ

リ
六

白
二

の
酉
、
一

粒
万
倍
日

１
４

日
水

お
え

い
心

五
黄

一
粒

万
倍
日

日
出
入

０
２

４
６

６
１
６

３
５

セ
ー

五
先
負
た

っ
牛

く
ゑ

日
Ｈ
６
．
４

１

４
４

廿
六

佛
滅
心
ぞ

く
女

ぢ
う

日
６．０
６
．
４

１

月
出

入
満
潮

干
潮

－　 ２３．４９

１３．４４１ ３． ０１

１２．０３

１３．２７　２２．１４

５． ５８　 ４． ２５

１９ ．４０　 １７ ．４９

５
３

２
９
５

廿
七

大
安
ふ
　

っ
虚
嗚
ヽ

『
Ｊ
　６．０
‥
‥
一

２
．０
４．５
‥
‥
』

１
　
１

６
３

８
３
２

廿
八

赤
口

た
い

ら
危

十
し
６
．０
６．４
３
．０
５．３

３
コ

１
　
１

７
２

３
７
９

廿
九

先
勝
さ
だ

ん
室
　
　
　
６
．０
６．４
４
．１
６．０
３
．
５

Ｉ
　
Ｉ

丗
友
引
え
心
壁

天
火
６
．
０
８

６
．
４
１

５
．
１
７

６
．
４
２

１
　
１

四
四

旧

十九

月月

小犬

全
国

的
な

秋
晴

れ
は

こ
の
月

に
多

い
が

、
別

称
「

霜
月

」
と

い
う

よ
う
に
、

北
の

ほ
う
か
ら

寒
冷
前
線

が
下

が
っ

て
き
て
、

局
地

的
に

は
天

候
が

悪
化

し
た

り
、

月
半
ば
に

は
霜

が
降
り
る

こ
と

が
あ
る
。

４
７

や
家
事
の
上
で
冬
を
迎
え
る
準

４． ４１

１６．２１

１０．３３

２２．５７

朔
佛
滅
ご

ら
奎

大
今
つ
６．０９
６．４０
６．２０
７．１９
５．２
１

１
　
１

１６．４７

１１ ．１０

２３．３０

二
大
安
？

霎
婁

大
今

う
６．
１０
６．３９
７．
２２
７．５８
６．
００
７．１
３

１
　

１
　
１

三
赤
口
あ

茫
胃
神
よ

し
６１１
６
．
３
８

８
．
２
１

８
．
４
１

１
　
１

回
先
勝
な

る
昴

五
友
引
お

さ
ん
畢

六
先
負
り
ら
く

觜
十
し

２
７
８

１
３
１

６
６
９

１

６． １３

旺４５
－

８
０
３

３
４
０

６
７
０

１９．２７

７． １６

７
０

６
７

３
１

１
　
５

６
０

０
７

１
１
２

６． １４

１６．３６

１０．５８

そ
佛
滅
ご

づ
参

大
令
う
６１５
６
．
３
５

１
．
４
０

１
１

１８．０７　丶

１２１８

０． ３５

２． ５１

１８．３５

１． ０１

１３．２５

８
１
６

０
４
０

１
８
９

２
　
１

２２．０２

八
大
安
心

つ
井

大
今
つ
６．１６
６．３５
２．１９
２．５
７

１
１
２

７
４
４

九
赤
口
７
く
鬼

く
ゑ

日
６．１
６
．３
２．５

１
１

８
３

十
先
勝
ふ

つ
柳

く
ゑ

日
６．
１

１
６
．
３

３． ２６

２３．５３

９
３

７
９

十
一

友
引
た
い

ら
星

月
と

く
６．１
６
．３
３．５
０
．
４

１
１

０
２

８
６

十
二

先
負

さ
だ

ん
張

神
よ

し
６．
２

６
．３
４．
２

１
．
４

１
１

１２．０７　１０．４４０． ４２２． ０６

４． ３５　１４．０２　 １３．１ ６　２２．２６　２０．３９

１
２

９
５

９
５

十
三

佛
滅

ご
る

莫
大
今
う
６
．２
６．３
４
．５
２．４

２
．５
５．０

１
１
　
　
１

１． ４０

１４．０２
３． ０６

立
冬
が
す
ぎ
る
と
、

駆
け
足

で
冬
が
や

っ
て

く
る
。
健
康
上

備
に

怠
り

の
な

い
よ

う
に

チ
ェ

ッ
ク

し
よ
ゝ
つ
。

【
冠

】
十
五
日

は
「
七
五
三
」

の
宮

詣
り

の
日

で
あ
る
。

両
親

に
連

れ
ら

れ
て

、
氏

神
様

や
名

の
あ

る
神
社
に
参
拝
す
る
日
で

あ
る
が
、

こ
の

「
七

五
三

」
の

慣
行
は
歴

史
的
に
は

そ
ん

な
に

古
く
は
な
い
。

し
か

し
女
の
子

七
歳

（
帯

結
び
）
、

男
子
五
歳

の
祝

い
（

袴
着
け
）

は
、

そ
れ

ぞ
れ

独
立

し
て

格
式
高
い

家
庭

で
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
男

児
、

女
児

の
三

歳
は

乳
幼

児
期

を
無

事
に

過
ぎ

、
少

年
期

へ
成

長
す

る
わ

が
子

に
対

す
る

親
心

の
現

れ
で

あ
ろ
う
。

本
来

、
わ

が
子
の
息
災
と

加
福
を
祈
る
素

８１
６
．
１

に
華
美
に
お
ご
り
、

お
祭
り
事

８． ０７　 ７． １１　 ５． ５３　 ４． １８

２０ ．５ ９　 ２０ ．２ ５　 １９ ．４ １　 １８ ．２７

８． ５４

２１ ．３２

２
１

２
５

２
３
５

十
四

大
安
や
ふ

る
軫

く
ゑ

日
６．２
６
．３
５．３
３
．４
３．４
５
．３
９．３

１
１
　
　
１

３
１

十
五

赤
口

あ
で

角
神

よ
し
心

４

十
六

先
勝

な
ら

亢
大
台
う
６
．
２

十
七

友
引

お
さ

ん
氏

十
八

先
負

り
ら

く
房

十
し

２２．０５

８
８

３
１

４
９

０
４

２
０

１
３

６
４

４
６

０
２

１
　
　

１
１
２

１６．３０

１６．４９

４
４

０
２
５

５
０

３
５
１

５
５

６
０
３

１
１
２

６． ２５

１６．３０

１７．３６

７． ００

５． ４６

に
な
り
、

虚
栄

の
観

が
強

い
の

は
ど
う
い

う
も
の
か
。

【
祭

】
三

日
は
「
文

化
の
日
」
、

戦
前

は
四

大
節

の
一

つ
で

「
明

治
節
」
と

い
い

、
明
治
天
皇
の

誕
生

日
で

あ
る
。
そ

の
遺
徳
を

函
３０
５２
と
も
一

限
１

Ｓ
｀

梺
」

と
Ｉ

Ｖ
て
弌

１
７

．
ｎ
２
３

．
鷲

（
お

お
と
り
）

明
神

の
祭
礼

６． ２６

１６．３０

１８．２９

８． ０７

６． ２９

１７．３３

－

７
９
９

十
九

佛
減

号
づ

心
ふ
く
日

６
．２
１６．２
１９．
２

旧
え

び
す
講
、

旧
誓
文
払
い
、

八
せ

ん
終
り
、
　
　
　
　
　
こ

三
隣
亡
、

不
成

就
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
大
安
力

税
関

記
念
日
、

親
鸞
聖
人
忌
、

０
６

１
１

９
７

８
９

４
８

つ
尾

く
ゑ

日
６．２
６
．２
０．
３
口

１
２
１

東
京
品
川

千
体
荒
神

大
祭
、
　
　
　
　
　
　

ヽ
　

ｆ
　
　
　
　

よ
ろ

づ
２９
２９
４
１

九
星

陽
道
始
め

ヽ
甲
子
ヽ

天
し

゛
廿
一
赤

口
？

く
箕
　
よ
し

ｉ
１６．
２
１
．

竺
先
勝
ふ

つ
斗

よ
日
６
．
３
０１

せ
ニ

友
引
た
い

ら
牛

天
お

ん
ロ

上
弦

＝
上

弦
の

月
を

指
す

１６．２８

２２．４８

１６．２８

２３．５５

１２ ．２５　 １１ ．４５　 １１ ．００

８． ０６

１８．４３　１８．０６

１． １５　 ０． ３２

１０．０２　 ９． ０１

２０．２８　１９．２６

１３ ．２９　 １２ ．４７　 １２ ．０８

た
た

え
文
明
・

文
化

の
記

念
日

と
し

て
各

地
で

い
ろ

い
ろ

な
文

化
事
業
の

催
し
が
行
わ
れ
る
。

戦
後
、
憲
法
の
改
正
が
あ

っ
て

呼
称

は
変

わ
っ

た
。

二
十
三
日
は
「
動
労
感
謝
の

日
」

で
、

勤
労
を
雅
び
、

生
産

を
祝
い
、

国
民

が
互

い
に

感
謝

し
あ

う
日

と
制
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

月
の

干
支

（
え

と
）
に

よ
る
酉
の

日
は

「
お

酉
さ
ん
」

と
も
「
酉

の
市
」
と

も
い

っ
て
、

１
９
　
　

Ｉ
く
　

ノ
く

』
ノ
　

ｉ
‐

－
Ｊ

Ｉ
Ｊ

Ｈ
４．１

採
用

記
念
日
」

で
あ
る
。

こ
れ

Ｉ
　
　

Ｉ
　

ｒ
丶

Ｊ
ｌ

ｒ
丶
・
・

』
ｌ

ｌ
‘

』
　

Ｉ
‘
｀
‘

』
Ｉ

５
５

２
８

１
ｒ
、
亠

－

が
行
わ
れ
る
。

開
運

の
神
と
し

て
一

の
酉
、
二

の
酉
、
三

の
酉
、

と
盛
大
で

あ
る
が
、

三
の

酉
ま

で
あ

る
年
は
、

活
気
が
あ
り
す

ぎ
て

火
事
が
多
い
と

言
い

伝
え

ら
れ

て
い
る
。

こ
の

月
の

九
日

は
「

太
陽
暦

回
］
３
．
５
９

７
．
１
７

何
日
と
い

う
暦
は
、

明
治
五
年

１
２
　

１
の
十
一

月
九
日
に
採
用
さ
れ
た

太
陽

暦
以

来
で

あ
る
。

ま
で

し
ば

し
ば

旧
暦
と
い

う
言

葉
が

で
て

き
た
が
、

い
ま

現
在

わ
れ
わ
れ

が
使

っ
て

い
る

何
月

四
五

Ｌ
り
ｒ
。

亅
／＿
乙
冖
、
１
　

ぶ
哨

必
￥
　

上
弦
二
三

時
五
四
分
、
七
五
三
、
炉

開
き
、
旧

亥
の
子
餅
、

１
日

水
力
？
　

ゐ
四

緑
本
州
・

四
国

・
九

州
一

般
鳥
獣
狩
猟
解
禁
、

三
隣
亡

１
６

日
企
み
つ

心
え

謦
二

碧
八
せ
ん
始
め

７
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　

・
島
根
出

雲
大
社
神
通
祭
、
奈
良
談
山
神
社
例
祭
、

１
日

土
ふ
っ
？
う
し

二
黒

市
川

中
山

法
華
経
寺
御
会
式
、

と
お

か
ん
や
、

将
棋

の
日

１
８

日
日

あ
え

ヒ
ら

Ｉ
白

１
９

日
月

あ
ご
　
う
九
紫
一

茶
忌
、
不
成
就
日

２
０

日
大

尽
え

た
っ

八
白

２
１

日
水

剪
ヒ
　
ふ
七

赤
京
都
東
本
願
寺
報
恩
講
（
２８
日
迄
）

、
近
松
忌

２
２

日
水

つ
あ
え
う

Ｉ
ハ

白
小

雪
八
時
ｏ

二
分

、
豊

川
稲

荷
秋

季
大
祭

３
　
　
　
　
　
　
　゙
　
　

Ｌ
蚕］
勤
労
感
謝
の
日
、

○
望

一
四

時
三
九
分
、

２
日

企
っ
ち
？
尽
じ

五
黄

熊
本
八
代
妙
見
祭
、

笠
間
稲
荷
獣
穀
猷
繭
祭

２
４

日
土

お
え

念
回
禄
防
府
天
満
宮
裸
坊
祭
、

庚
申

２
５

日
日
力
ヽ

？
万
三
碧
一
一

節
万酉
恃。ク
口
薺

道
修
成
派
教
祖
教
委
大
祭
、

２
６

日
月
々
つ

？
い

心
二

黒
一

粒
万
倍
日

２
７

日
火
み
つ

？
ふ

一
白

２
８

日
水

あ
え
　

竺
白

２
９

日
水

き
宕

う
し

二
黒

３
０

日
金

尽
え

芝
三
碧
Ｃ・
下
弦
九
時
一

九
分

※
現
行
太
陽
暦
は
天

保
暦
明
治

五
年
十
一

月
九

日
に

採
用
さ
れ

、
同
年
十

二
月

三
日

か
ら

実
施
さ
れ
た
。

○
十
一

月
の

行
事

４． １３　 ３． ０８　 ２０ ２　 ０５６

１６ ．０ ７　 １５ ．３ ３　 １４　５９　１４　２３

３． ５９　 ３． １２　 ２． １５　 ０　５０
１５ ．５ ３　 １５ ．２ ４　 １４　５３　１Ｕ７

９． ５３　 ９． ０９　 ８． １９　 ７　１８

２２ ．２ ３　 ２１ ．４ ７　 ２１ ．１ １　 ２０ ．３１


